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(57)【要約】
【課題】ガスタービンにおいて、ケーシングの変形を抑
制して動翼の先端とケーシングの内壁面との隙間を適正
量とすることで性能の向上を図る。
【解決手段】ガスタービンは、回転軸の外周側でリング
形状をなすガス通路を形成する内部ケーシングと、回転
軸の外周部に軸方向に所定間隔をあけて固定されてガス
通路に配置される複数の動翼体と、複数の動翼体の間で
内部ケーシングに固定されてガス通路に配置される複数
の静翼体と、内部ケーシングの外周側でリング形状をな
す空間部を形成する外部ケーシングと、空間部を上部空
間部と下部空間部とに仕切る仕切部材とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸と、
　前記回転軸の外周側でリング形状をなすガス通路を形成する内部ケーシングと、
　前記回転軸の外周部に軸方向に所定間隔をあけて固定されて前記ガス通路に配置される
複数の動翼体と、
　前記複数の動翼体の間で前記内部ケーシングに固定されて前記ガス通路に配置される複
数の静翼体と、
　前記内部ケーシングの外周側でリング形状をなす空間部を形成する外部ケーシングと、
　前記空間部を上部空間部と下部空間部とに仕切る仕切部材と、
　を備えることを特徴とするガスタービン。
【請求項２】
　前記内部ケーシングは、外周部における左右の側部に第１フランジが設けられ、前記外
部ケーシングは、内周部における左右の側部に第２フランジが設けられ、前記第１フラン
ジが前記第２フランジに載置されることで、前記内部ケーシングが前記外部ケーシングに
支持され、前記仕切部材は、前記第１フランジの上部に配置されることを特徴とする請求
項１に記載のガスタービン。
【請求項３】
　前記空間部は、前記外部ケーシングとしての圧縮機車室と前記内部ケーシングとしての
静翼保持環との間に設けられる抽気室であり、前記抽気室は、左右の側部に前記仕切部材
が配置されることで、前記上部空間部としての上部抽気室と前記下部空間部としての下部
抽気室に仕切られることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のガスタービン。
【請求項４】
　前記空間部は、前記外部ケーシングとしてのタービン車室と前記内部ケーシングとして
の排気ディフューザとの間に設けられる冷却室であり、前記冷却室は、左右の側部に前記
仕切部材が配置されることで、前記上部空間部としての上部冷却室と前記下部空間部とし
ての下部冷却室に仕切られることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のガスター
ビン。
【請求項５】
　前記下部空間部における内壁面に断熱部材が設けられることを特徴とする請求項１から
請求項４のいずれか一項に記載のガスタービン。
【請求項６】
　前記下部空間部を外周空間部と内周空間部に区画する隔壁が設けられることを特徴とす
る請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のガスタービン。
【請求項７】
　前記上部空間部の流体を排出する排気装置と、前記回転軸の停止時に前記排気装置を作
動する制御装置とが設けられることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか一項に
記載のガスタービン。
【請求項８】
　前記動翼体を構成する動翼の先端と前記内部ケーシングの内壁面との隙間を計測する隙
間センサが設けられ、前記制御装置は、前記隙間センサの計測結果が予め設定された規定
隙間を超えると前記排気装置を作動することを特徴とする請求項７に記載のガスタービン
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、圧縮した高温・高圧の空気に対して燃料を供給して燃焼し、発生し
た燃焼ガスをタービンに供給して回転動力を得るガスタービンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　一般的なガスタービンは、圧縮機と燃焼器とタービンにより構成されている。圧縮機は
、空気取入口から取り込まれた空気を圧縮することで高温・高圧の圧縮空気とする。燃焼
器は、この圧縮空気に対して燃料を供給して燃焼させることで高温・高圧の燃焼ガスを得
る。タービンは、この燃焼ガスにより駆動し、同軸上に連結された発電機を駆動する。
【０００３】
　このようなガスタービンとしては、例えば、下記特許文献に記載されたものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２２６４６２号公報
【特許文献２】特開２０１３－１７４１３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したガスタービンは、運転停止後に、高温のガスが上方に移動することから、車室
の上部と下部で温度差が生ずる。すると、温度の高い車室の上部側が膨張し、温度の低い
車室の下部側が相対的に収縮するため、車室の変形、所謂、キャットバック現象が発生す
る。このキャットバック現象が発生すると、動翼の先端とケーシングの内壁面との隙間が
一時的に減少する。そのため、このキャットバック現象を考慮して動翼の先端とケーシン
グの内壁面との隙間を所定隙間以上に確保する必要があり、運用性に支障をきたす可能性
がある。
【０００６】
　本発明は、上述した課題を解決するものであり、ケーシングの変形を抑制して動翼の先
端とケーシングの内壁面との隙間を適正量とすることで性能の向上を図るガスタービンを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するための本発明のガスタービンは、回転軸と、前記回転軸の外周側
でリング形状をなすガス通路を形成する内部ケーシングと、前記回転軸の外周部に軸方向
に所定間隔をあけて固定されて前記ガス通路に配置される複数の動翼体と、前記複数の動
翼体の間で前記内部ケーシングに固定されて前記ガス通路に配置される複数の静翼体と、
前記内部ケーシングの外周側でリング形状をなす空間部を形成する外部ケーシングと、前
記空間部を上部空間部と下部空間部とに仕切る仕切部材と、を備えることを特徴とするも
のである。
【０００８】
　従って、内部ケーシングと外部ケーシングとの間に設けられる空間部は、仕切部材によ
り上部空間部と下部空間部とに仕切られることで、ガスタービンの運転停止後、空間部で
は、高温の流体が上昇するものの、仕切部材により下部空間部の流体が上部空間部へ移動
することはなく、上部空間部と下部空間部との温度偏差が減少する。そのため、内部ケー
シングは、上部の変形量と下部の変形量との偏差が小さくなり、内部ケーシングの変形を
抑制して動翼の先端と内部ケーシングの内壁面との隙間を適正量とすることで、キャット
バック変形量を抑制することができる。
【０００９】
　本発明のガスタービンでは、前記内部ケーシングは、外周部における左右の側部に第１
フランジが設けられ、前記外部ケーシングは、内周部における左右の側部に第２フランジ
が設けられ、前記第１フランジが前記第２フランジに載置されることで、前記内部ケーシ
ングが前記外部ケーシングに支持され、前記仕切部材は、前記第１フランジの上部に配置
されることを特徴としている。
【００１０】
　従って、内部ケーシングを左右のフランジを介して外部ケーシングに支持し、仕切部材



(4) JP 2016-142186 A 2016.8.8

10

20

30

40

50

を第１フランジの上部に配置することで、仕切部材により容易に上部空間部と下部空間部
に仕切ることができ、構造の簡素化を図ることができる。
【００１１】
　本発明のガスタービンでは、前記空間部は、前記外部ケーシングとしての圧縮機車室と
前記内部ケーシングとしての静翼保持環との間に設けられる抽気室であり、前記抽気室は
、左右の側部に前記仕切部材が配置されることで、前記上部空間部としての上部抽気室と
前記下部空間部としての下部抽気室に仕切られることを特徴としている。
【００１２】
　従って、仕切部材により圧縮機の抽気室を上部抽気室と下部抽気室に仕切ることで、ガ
スタービンの運転停止後、下部抽気室にある高温の空気が上部抽気室へ移動することはな
く、抽気室における上下の温度偏差が減少し、静翼保持環の変形を抑制して動翼の先端と
静翼保持環の内壁面との隙間を適正量に維持することができる。
【００１３】
　本発明のガスタービンでは、前記空間部は、前記外部ケーシングとしてのタービン車室
と前記内部ケーシングとしての排気ディフューザとの間に設けられる冷却室であり、前記
冷却室は、左右の側部に前記仕切部材が配置されることで、前記上部空間部としての上部
冷却室と前記下部空間部としての下部冷却室に仕切られることを特徴としている。
【００１４】
　従って、仕切部材によりタービンの冷却室を上部冷却室と下部冷却室に仕切ることで、
ガスタービンの運転停止後、下部冷却室にある高温の空気が上部冷却室へ移動することは
なく、冷却室における上下の温度偏差が減少し、翼環の変形を抑制して動翼の先端と翼環
の内壁面との隙間を適正量に維持することができる。
【００１５】
　本発明のガスタービンでは、前記下部空間部における内壁面に断熱部材が設けられるこ
とを特徴としている。
【００１６】
　従って、ガスタービンの運転停止後、下部空間部の高温ガスは、内壁面に設けられた断
熱部材により保温されることとなり、下部空間部の高温ガスの温度低下を抑制することで
、内部ケーシングの変形を抑制することができる。
【００１７】
　本発明のガスタービンでは、前記下部空間部を外周空間部と内周空間部に区画する隔壁
が設けられることを特徴としている。
【００１８】
　従って、ガスタービンの運転停止後、下部空間部における内部ケーシング側の高温ガス
は、隔壁により外部ケーシング側に接触し難くなり、下部空間部の高温ガスの温度低下を
抑制することで、内部ケーシングの変形を抑制することができる。
【００１９】
　本発明のガスタービンでは、前記上部空間部の流体を排出する排気装置と、前記回転軸
の停止時に前記排気装置を作動する制御装置とが設けられることを特徴としている。
【００２０】
　従って、制御装置は、回転軸の停止時に排気装置を作動し、上部空間部の流体を排出す
ることで、ガスタービンの運転停止後、上部空間部の高温ガスが外部に排出されて温度低
下することとなり、上部空間部の高温ガスの温度低下を促進することで、内部ケーシング
の変形を抑制することができる。
【００２１】
　本発明のガスタービンでは、前記動翼体を構成する動翼の先端と前記内部ケーシングの
内壁面との隙間を計測する隙間センサが設けられ、前記制御装置は、前記隙間センサの計
測結果が予め設定された規定隙間を超えると前記排気装置を作動することを特徴としてい
る。
【００２２】
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　従って、制御装置は、動翼の先端と内部ケーシングの内壁面との隙間が規定隙間を超え
ると、排気装置を作動して上部空間部の流体を排出することで、動翼の先端と内部ケーシ
ングの内壁面との隙間を常時最適範囲に維持することができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明ガスタービンによれば、内部ケーシングと外部ケーシングとの間に空間部を設け
、この空間部を仕切部材により上部空間部と下部空間部とに仕切るので、内部ケーシング
の変形を抑制して動翼の先端と内部ケーシングの内壁面との隙間を適正量とすることで、
ガスタービンの性能を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、第１実施形態のガスタービンにおける燃焼器の近傍を表す断面図である
。
【図２】図２は、圧縮機の抽気室を表す図１のII－II断面図である。
【図３】図３は、仕切部材を表す図２のIII－III断面図である。
【図４】図４は、ガスタービンの全体構成を表す概略図である。
【図５】図５は、第２実施形態のガスタービンにおける圧縮機の抽気室を表す断面図であ
る。
【図６】図６は、第３実施形態のガスタービンにおける圧縮機の抽気室を表す断面図であ
る。
【図７】図７は、第４実施形態のガスタービンにおける圧縮機の抽気室を表す断面図であ
る。
【図８】図８は、第５実施形態のガスタービンにおけるタービンの近傍を表す断面図であ
る。
【図９】図９は、タービンの冷却室を表す図８のIX－IX断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係るガスタービンの好適な実施形態を詳細に説明
する。なお、この実施形態により本発明が限定されるものではなく、また、実施形態が複
数ある場合には、各実施形態を組み合わせて構成するものも含むものである。
【００２６】
［第１実施形態］
　図４は、第１実施形態のガスタービンの全体構成を表す概略図である。
【００２７】
　第１実施形態のガスタービンは、図４に示すように、圧縮機１１と燃焼器１２とタービ
ン１３により構成されている。このガスタービンは、同軸上に図示しない発電機が連結さ
れ、発電可能となっている。
【００２８】
　圧縮機１１は、空気を取り込む空気取入口２０を有し、圧縮機車室２１内に入口案内翼
（ＩＧＶ：Inlet　Guide　Vane）２２が配設されると共に、複数の静翼２３と複数の動翼
２４が空気の流動方向（後述するロータ３２の軸方向）に交互に配設されてなり、その外
側に抽気室２５が設けられている。この圧縮機１１は、空気取入口２０から取り込まれた
空気を圧縮することで高温・高圧の圧縮空気を生成し、車室１４に供給される。
【００２９】
　燃焼器１２は、圧縮機１１で圧縮され車室１４に溜められた高温・高圧の圧縮空気と燃
とが供給され、燃焼することで、燃焼ガスを生成する。タービン１３は、タービン車室２
６内に複数の静翼２７と複数の動翼２８が燃焼ガスの流動方向（後述するロータ３２の軸
方向）に交互に配設されている。そして、このタービン車室２６は、下流側に排気車室２
９を介して排気室３０が配設されており、排気室３０は、タービン１３に連結する排気デ
ィフューザ３１を有している。このタービン１３は、燃焼器１２からの燃焼ガスにより駆
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動し、同軸上に連結された発電機を駆動する。
【００３０】
　圧縮機１１と燃焼器１２とタービン１３は、排気室３０の中心部を貫通するようにロー
タ（回転軸）３２が配置されている。ロータ３２は、圧縮機１１側の端部が軸受部３３に
より回転自在に支持されると共に、排気室３０側の端部が軸受部３４により回転自在に支
持されている。そして、このロータ３２は、圧縮機１１にて、各動翼２４が装着されたデ
ィスクが複数重ねられて固定されている。また、タービン１３にて、各動翼２８が装着さ
れたディスクが複数重ねられて固定されており、排気室３０側の端部に発電機の駆動軸が
連結されている。
【００３１】
　そして、このガスタービンは、圧縮機１１の圧縮機車室２１が脚部３５に支持され、タ
ービン１３のタービン車室２６が脚部３６により支持され、排気室３０が脚部３７により
支持されている。
【００３２】
　従って、圧縮機１１にて、空気取入口２０から取り込まれた空気が、入口案内翼２２、
複数の静翼２３と動翼２４を通過して圧縮されることで高温・高圧の圧縮空気となる。燃
焼器１２にて、この圧縮空気に対して所定の燃料が供給され、燃焼する。タービン１３に
て、燃焼器１２で生成された高温・高圧の燃焼ガスが、タービン１３における複数の静翼
２７と動翼２８を通過することでロータ３２を駆動回転し、このロータ３２に連結された
発電機を駆動する。一方、燃焼ガスは、運動エネルギーが排気室３０の排気ディフューザ
３１により圧力に変換されて減速されてから大気に放出される。
【００３３】
　このように構成されたガスタービンの圧縮機１１にて、ガスタービンの運転停止後に、
抽気室２５にある高温の空気が上方に移動することから、抽気室２５は、上部と下部で温
度差が生ずる。すると、温度の高い抽気室２５の上部内壁部が膨張し、温度の低い抽気室
２５の下部内壁部が相対的に収縮するため、キャットバック現象が発生する。そのため、
圧縮機１１の下部にて、動翼２４の先端と抽気室２５の内壁面との隙間が一時的に減少し
てしまう。
【００３４】
　そこで、第１実施形態では、圧縮機１１におけるリング形状をなす抽気室２５を上下に
分割している。
【００３５】
　図１は、第１実施形態のガスタービンにおける燃焼器の近傍を表す断面図、図２は、圧
縮機の抽気室を表す図１のII－II断面図、図３は、仕切部材を表す図２のIII－III断面図
である。
【００３６】
　圧縮機１１において、図１に示すように、本発明の外部ケーシングは、圧縮機車室２１
により構成され、内部ケーシングは、静翼保持環４１により構成されている。圧縮機車室
２１は、ロータ３２の回転軸線回りに円筒形状をなし、その内側に円筒形状をなす静翼保
持環４１が固定されることで、圧縮機車室２１と静翼保持環４１との間に抽気室２５が形
成されている。ロータ３２は、外周部に複数のディスク４２が一体に連結されている。複
数の静翼体４３と複数の動翼体４４は、静翼保持環４１の内側に圧縮空気Ａの流動方向に
沿って交互に配設されている。静翼体４３は、複数の静翼２３が周方向に均等間隔で配置
され、ロータ３２側の基端部がリング形状をなす内側シュラウド４５に固定され、静翼保
持環４１側の先端部がリング形状をなす外側シュラウド４６に固定されて構成されている
。そして、静翼体４３は、外側シュラウド４６を介して静翼保持環４１に支持されている
。
【００３７】
　動翼体４４は、複数の動翼２４が周方向に均等間隔で配置され、基端部がディスク４２
の外周部に固定され、先端部が静翼保持環４１側の内周面に対向して配置されている。こ
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の場合、各動翼２４の先端と静翼保持環４１の内周面との間に、所定の隙間（クリアラン
ス）が確保されている。
【００３８】
　圧縮機１１は、静翼保持環４１と、内側シュラウド４５の間にリング形状をなす空気通
路（ガス通路）４７が形成されており、この空気通路４７に複数の静翼体４３と複数の動
翼体４４が圧縮空気Ａの流動方向に沿って交互に配設されている。また、圧縮機１１は、
抽気室２５と空気通路４７とを連通する抽気通路４８がリング形状をなして設けられてい
る。
【００３９】
　燃焼器１２は、ロータ３２の外側に周方向に沿って複数所定間隔で配置され、タービン
車室２６に支持されている。この燃焼器１２は、圧縮機１１で圧縮されて空気通路４７か
ら車室１４に送られた高温・高圧の圧縮空気Ａに対して燃料を供給して燃焼することで、
燃焼ガス（排気ガス）Ｇを生成する。
【００４０】
　ところで、圧縮機１１にて、図２及び図３に示すように、圧縮機車室２１は、半円形状
をなす上部外ケーシング５１と下部外ケーシング５２とから構成されている。上部外ケー
シング５１と下部外ケーシング５２は、それぞれ周方向の各端部に連結部５１ａ，５２ａ
が設けられている。そして、上部外ケーシング５１と下部外ケーシング５２は、各連結部
５１ａ，５２ａが密着した状態で、締結ボルト５３により一体に連結されている。
【００４１】
　一方、静翼保持環４１は、半円形状をなす上部内ケーシング５４と下部内ケーシング５
５とから構成されている。上部内ケーシング５４と下部内ケーシング５５は、それぞれ周
方向の各端部に連結部５４ａ，５５ａが設けられている。そして、上部内ケーシング５４
と下部内ケーシング５５は、各連結部５４ａ，５５ａが密着した状態で、締結ボルト５６
により一体に連結されている。
【００４２】
　また、圧縮機車室２１における下部外ケーシング５２は、連結部５２ａにおける内壁面
から径方向の内側に突出する支持フランジ（第２フランジ）５７が設けられている。また
、静翼保持環４１における上部内ケーシング５４は、連結部５４ａから径方向の外側に突
出する支持フランジ（第１フランジ）５８が設けられている。そして、上部内ケーシング
５４の支持フランジ５８が下部外ケーシング５２の支持フランジ５７上に載置されること
で、静翼保持環４１が圧縮機車室２１に支持されている。
【００４３】
　圧縮機１１は、抽気室２５を上部抽気室（上部空間部）５９と下部抽気室（下部空間部
）６０とに仕切る仕切部材６１が設けられている。
【００４４】
　各仕切部材６１は、平面視が矩形の板形状をなし、リング形状をなす抽気室２５におけ
る左右の側部を閉止するように水平に配置されている。具体的に、各仕切部材６１は、上
部外ケーシング５１の内壁面と上部内ケーシング５４における連結部５４ａの外壁面との
間に嵌合し、抽気室２５の軸方向長さより長い長さに設定されている。仕切部材６１は、
上部内ケーシング５４の支持フランジ５８の上面に配置され、締結ボルト（図示略）によ
り上部外ケーシング５１及び上部内ケーシング５４に固定されている。
【００４５】
　そのため、ガスタービンの運転が停止すると、抽気室２５内の空気の温度が低下すると
共に、高温の空気が上昇する。このとき、抽気室２５が仕切部材６１により上部抽気室５
９と下部抽気室６０に仕切られていることから、下部抽気室６０の空気が上部抽気室５９
へ移動することはなく、上部抽気室５９と下部抽気室６０における空気は、その部屋内で
滞留することとなる。そのため、上部抽気室５９における空気の温度と下部抽気室６０に
おける空気の温度との偏差が減少し、上部内ケーシング５４と下部内ケーシング５５との
変形量の偏差が小さくなる。その結果、静翼保持環４１の変形を抑制して動翼２４の先端
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と静翼保持環４１の内壁面との隙間が適正量に維持される。
【００４６】
　このように第１実施形態のガスタービンにあっては、圧縮機１１と燃焼器１２とタービ
ン１３とを有している。そして、圧縮機１１にて、ロータ３２と、圧縮機車室２１と、静
翼保持環４１と、複数の静翼体４３と、複数の動翼体４４とを設け、圧縮機車室２１と静
翼保持環４１との間に設けられた抽気室２５を上部抽気室５９と下部抽気室６０とに仕切
る仕切部材６１とを設けている。
【００４７】
　従って、ガスタービンの運転停止後、下部抽気室６０から上部抽気室５９への空気の移
動が阻止され、上部抽気室５９と下部抽気室６０との温度偏差が減少するため、静翼保持
環４１の変形を抑制して動翼２４の先端と静翼保持環４１の内壁面との隙間を適正量に維
持することで、キャットバック変形量を抑制し、ガスタービンの性能を向上することがで
きる。
【００４８】
　第１実施形態のガスタービンでは、静翼保持環４１の支持フランジ５８を圧縮機車室２
１の支持フランジ５７に載置することで、静翼保持環４１を圧縮機車室２１に支持し、仕
切部材６１をこの支持フランジ５８の上部に固定している。仕切部材６１により容易に上
部抽気室５９と下部抽気室６０に仕切ることができ、構造の簡素化を図ることができる。
【００４９】
　第１実施形態のガスタービンでは、仕切部材６１により圧縮機車室２１と静翼保持環４
１との間に設けられた抽気室２５を上部抽気室５９と下部抽気室６０とに仕切っている。
従って、抽気室２５における上下の温度偏差が減少し、静翼保持環４１の変形を抑制して
動翼２４の先端と静翼保持環４１の内壁面との隙間を適正量に維持することができる。
【００５０】
［第２実施形態］
　図５は、第２実施形態のガスタービンにおける圧縮機の抽気室を表す断面図である。な
お、上述した実施形態と同様の機能を有する部材には、同一の符号を付して詳細な説明は
省略する。
【００５１】
　第２実施形態のガスタービンの圧縮機において、図５に示すように、圧縮機車室２１は
、上部外ケーシング５１と下部外ケーシング５２とから構成され、上部外ケーシング５１
と下部外ケーシング５２は、各連結部５１ａ，５２ａが密着した状態で、締結ボルト５３
により一体に連結されている。静翼保持環４１は、上部内ケーシング５４と下部内ケーシ
ング５５とから構成され、上部内ケーシング５４と下部内ケーシング５５は、各連結部５
４ａ，５５ａが密着した状態で、締結ボルト５６により一体に連結されている。
【００５２】
　圧縮機車室２１における下部外ケーシング５２は、内側に突出する支持フランジ５７が
設けられ、静翼保持環４１における上部内ケーシング５４は、外側に突出する支持フラン
ジ５８が設けられている。上部内ケーシング５４の支持フランジ５８が下部外ケーシング
５２の支持フランジ５７上に載置されることで、静翼保持環４１が圧縮機車室２１に支持
されている。
【００５３】
　抽気室２５は、仕切部材６１により上部抽気室５９と下部抽気室６０とに仕切られてい
る。各仕切部材６１は、上部内ケーシング５４の支持フランジ５８の上面に配置され、締
結ボルトにより固定されている。そして、下部抽気室６０は、内壁面に断熱部材６５，６
６が設けられている。即ち、圧縮機車室２１の下部外ケーシング５２は、内壁面に断熱部
材６５が設けられている。また、静翼保持環４１の下部内ケーシング５５は、外壁面に断
熱部材６６が設けられている。ここで、断熱部材６５，６６は、板形状をなす断熱材を各
ケーシング５２，５５の壁面に貼り付けてもよいし、断熱材を各ケーシング５２，５５の
壁面に溶射して断熱層（サーマルバリアコーティング）を形成してもよい。
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【００５４】
　そのため、ガスタービンの運転が停止すると、抽気室２５内の空気の温度が低下すると
共に、高温の空気が上昇する。このとき、抽気室２５が仕切部材６１により上部抽気室５
９と下部抽気室６０に仕切られていることから、下部抽気室６０の空気が上部抽気室５９
へ移動することはなく、上部抽気室５９と下部抽気室６０における空気は、その部屋内で
滞留することとなる。このとき、下部抽気室６０の空気の温度は、上部抽気室５９の温度
より低いものの、下部抽気室６０は、内壁面に断熱部材６５，６６が設けられているため
、下部抽気室６０の空気が保温されて温度低下が抑制される。そのため、上部空間部にお
ける空気の温度と下部空間部における空気の温度との偏差が減少し、上部内ケーシング５
４と下部内ケーシング５５との変形量の偏差が小さくなる。その結果、静翼保持環４１の
変形を抑制して動翼２４の先端と静翼保持環４１の内壁面との隙間が適正量に維持される
。
【００５５】
　このように第２実施形態のガスタービンにあっては、仕切部材６１により抽気室２５を
上部抽気室５９と下部抽気室６０とに仕切り、下部抽気室６０の内壁面に断熱部材６５，
６６を設けている。
【００５６】
　従って、ガスタービンの運転停止後、下部抽気室６０から上部抽気室５９への空気の移
動が阻止され、また、下部抽気室６０の空気が断熱部材６５，６６により保温され、上部
抽気室５９と下部抽気室６０との温度偏差が減少するため、静翼保持環４１の変形を抑制
して動翼２４の先端と静翼保持環４１の内壁面との隙間を適正量に維持することで、ガス
タービンの性能を向上することができる。
【００５７】
［第３実施形態］
　図６は、第３実施形態のガスタービンにおける圧縮機の抽気室を表す断面図である。な
お、上述した実施形態と同様の機能を有する部材には、同一の符号を付して詳細な説明は
省略する。
【００５８】
　第３実施形態のガスタービンの圧縮機において、図６に示すように、圧縮機車室２１は
、上部外ケーシング５１と下部外ケーシング５２とから構成され、上部外ケーシング５１
と下部外ケーシング５２は、各連結部５１ａ，５２ａが密着した状態で、締結ボルト５３
により一体に連結されている。静翼保持環４１は、上部内ケーシング５４と下部内ケーシ
ング５５とから構成され、上部内ケーシング５４と下部内ケーシング５５は、各連結部５
４ａ，５５ａが密着した状態で、締結ボルト５６により一体に連結されている。
【００５９】
　圧縮機車室２１における下部外ケーシング５２は、内側に突出する支持フランジ５７が
設けられ、静翼保持環４１における上部内ケーシング５４は、外側に突出する支持フラン
ジ５８が設けられている。上部内ケーシング５４の支持フランジ５８が下部外ケーシング
５２の支持フランジ５７上に載置されることで、静翼保持環４１が圧縮機車室２１に支持
されている。
【００６０】
　抽気室２５は、仕切部材６１により上部抽気室５９と下部抽気室６０とに仕切られてい
る。各仕切部材６１は、上部内ケーシング５４の支持フランジ５８の上面に配置され、締
結ボルトにより固定されている。そして、下部抽気室６０は、下部内周抽気室６０ａと下
部外周抽気室６０ｂに区画する隔壁６７が設けられている。隔壁６７は、半円弧形状をな
す板材であって、圧縮機車室２１における下部外ケーシング５２の内壁面と静翼保持環４
１における下部内ケーシング５５の外壁面との間に配置されている。隔壁６７は、平面部
が圧縮機車室２１における下部外ケーシング５２の内壁面から離間すると共に、静翼保持
環４１における下部内ケーシング５５の外壁面から離間し、周方向の各端部が下部外ケー
シング５２の支持フランジ５７に固定されている。また、隔壁６７は、所定の位置に排出
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孔６８が設けられており、各抽気孔６８は、下部外ケーシング５２を貫通して連結された
抽気配管（図示略）が連結されている。ここで、隔壁６７は、断熱部材とすることが望ま
しい。
【００６１】
　そのため、ガスタービンの運転が停止すると、抽気室２５内の空気の温度が低下すると
共に、高温の空気が上昇する。このとき、抽気室２５が仕切部材６１により上部抽気室５
９と下部抽気室６０に仕切られていることから、下部抽気室６０の空気が上部抽気室５９
へ移動することはなく、上部抽気室５９と下部抽気室６０における空気は、その部屋内で
滞留することとなる。このとき、下部抽気室６０における下部内周抽気室６０ａの空気は
、下部外ケーシング５２の内壁面に接触し難いことから、熱伝導率が低下して温度低下が
抑制される。そのため、上部空間部における空気の温度と下部空間部における空気の温度
との偏差が減少し、上部内ケーシング５４と下部内ケーシング５５との変形量の偏差が小
さくなる。その結果、静翼保持環４１の変形を抑制して動翼２４の先端と静翼保持環４１
の内壁面との隙間が適正量に維持される。
【００６２】
　このように第３実施形態のガスタービンにあっては、上部抽気室５９と下部抽気室６０
とに仕切り、抽気室２５を隔壁６７により下部内周抽気室６０ａと下部外周抽気室６０ｂ
に区画している。
【００６３】
　従って、ガスタービンの運転停止後、下部抽気室６０から上部抽気室５９への空気の移
動が阻止され、また、下部抽気室６０における下部内周抽気室６０ａの空気が下部外ケー
シング５２の内壁面に接触し難くて温度低下が抑制され、上部抽気室５９と下部抽気室６
０との温度偏差が減少するため、静翼保持環４１の変形を抑制して動翼２４の先端と静翼
保持環４１の内壁面との隙間を適正量に維持することで、キャットバック変形量を抑制す
ることができる。
【００６４】
［第４実施形態］
　図７は、第４実施形態のガスタービンにおける圧縮機の抽気室を表す断面図である。な
お、上述した実施形態と同様の機能を有する部材には、同一の符号を付して詳細な説明は
省略する。
【００６５】
　第４実施形態のガスタービンの圧縮機において、図７に示すように、圧縮機車室２１は
、上部外ケーシング５１と下部外ケーシング５２とから構成され、上部外ケーシング５１
と下部外ケーシング５２は、各連結部５１ａ，５２ａが密着した状態で、締結ボルト５３
により一体に連結されている。静翼保持環４１は、上部内ケーシング５４と下部内ケーシ
ング５５とから構成され、上部内ケーシング５４と下部内ケーシング５５は、各連結部５
４ａ，５５ａが密着した状態で、締結ボルト５６により一体に連結されている。
【００６６】
　圧縮機車室２１における下部外ケーシング５２は、内側に突出する支持フランジ５７が
設けられ、静翼保持環４１における上部内ケーシング５４は、外側に突出する支持フラン
ジ５８が設けられている。上部内ケーシング５４の支持フランジ５８が下部外ケーシング
５２の支持フランジ５７上に載置されることで、静翼保持環４１が圧縮機車室２１に支持
されている。
【００６７】
　抽気室２５は、仕切部材６１により上部抽気室５９と下部抽気室６０とに仕切られてい
る。各仕切部材６１は、上部内ケーシング５４の支持フランジ５８の上面に配置され、締
結ボルトにより固定されている。そして、圧縮機は、上部抽気室５９の圧縮空気を排出す
る排気装置７１と、ロータ３２の停止時に排気装置７１を作動する制御装置７２とが設け
られている。
【００６８】
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　圧縮機車室２１は、上部外ケーシング５１に上部抽気室５９の圧縮空気を排出する複数
の排出孔８１が設けられ、下部外ケーシング５２に下部抽気室６０の圧縮空気を排出する
複数の排出孔８２が設けられている。上部抽気室５９の各排出孔８１は、冷却空気供給経
路８３の基端部が連結され、下部抽気室６０の排出孔８２は、冷却空気供給経路８４の基
端部が連結されている。各冷却空気供給経路８３，８４は、先端部がクーラ（図示略）を
介してタービンのキャビティに連結されており、圧縮空気をクーラで冷却してタービンの
キャビティに供給して冷却可能となっている。
【００６９】
　排気装置７１は、上部抽気室５９の冷却空気供給経路８３に対して設けられている。即
ち、冷却空気供給経路８３は、三方弁９１を介して２個の分岐ライン９２，９３に分岐さ
れ、第１分岐ライン９２にクーラ９４が設けられ、第２分岐ライン９３にファン９５が設
けられている。そして、各分岐ライン９２，９３は、下流側で合流し、冷却空気供給経路
８３としてタービンに連結される。
【００７０】
　また、動翼２４の先端と静翼保持環４１の内壁面との隙間を計測する隙間センサ７３が
設けられており、計測結果が制御装置７２に入力される。制御装置７２は、隙間センサ７
３の計測結果が規定隙間を超えると排気装置７１を作動する。
【００７１】
　そのため、ガスタービンの運転が停止すると、抽気室２５内の空気の温度が低下すると
共に、高温の空気が上昇する。このとき、抽気室２５が仕切部材６１により上部抽気室５
９と下部抽気室６０に仕切られていることから、下部抽気室６０の空気が上部抽気室５９
へ移動することはなく、上部抽気室５９と下部抽気室６０における空気は、その部屋内で
滞留することとなる。このとき、制御装置７２は、ロータ３２の回転が停止すると、排気
装置７１を作動する。即ち、三方弁９１により冷却空気供給経路８３と第２分岐ライン９
３を連通し、ファン９５を作動する。すると、上部抽気室５９における高温の空気が排出
されることから、上部抽気室５９の温度と下部抽気室６０の温度との偏差が減少する。
【００７２】
　また、制御装置７２は、隙間センサ７３の計測結果に応じて排気装置７１の作動停止を
制御する。即ち、隙間センサ７３は、動翼２４の先端と静翼保持環４１における上部内ケ
ーシング５４の内壁面との隙間Ｓ１を計測するすると共に、動翼２４の先端と静翼保持環
４１における下部内ケーシング５５の内壁面との隙間Ｓ２を計測している。例えば、制御
装置７２は、隙間Ｓ１と隙間Ｓ２の偏差が所定値を超えたら（Ｓ１＞Ｓ２）、排気装置７
１を作動する。また、制御装置７２は、隙間Ｓ１が所定値を超えたり、隙間Ｓ２が所定値
より小さくなったりすると、排気装置７１を作動する。逆に、制御装置７２は、隙間Ｓ１
と隙間Ｓ２の偏差が所定値以下であれば、また、隙間Ｓ１が所定値以下であったり、隙間
Ｓ２が所定値より大きくなったりすると、排気装置７１の作動を停止する。
【００７３】
　その後、上部内ケーシング５４と下部内ケーシング５５との変形量の偏差が小さくなる
ことから、静翼保持環４１の変形を抑制して動翼２４の先端と静翼保持環４１の内壁面と
の隙間が適正量に維持される。
【００７４】
　このように第４実施形態のガスタービンにあっては、上部抽気室５９の空気を排出する
排気装置７１と、ロータ３２の停止時に排気装置７１を作動する制御装置７２とを設けて
いる。
【００７５】
　従って、ガスタービンの運転停止後、下部抽気室６０から上部抽気室５９への空気の移
動が阻止され、このとき、制御装置７２は、排気装置７１を作動して上部抽気室５９の空
気を排出する。すると、上部抽気室５９の高温の空気の温度低下を促進することで、上部
抽気室５９と下部抽気室６０との温度偏差が減少するため、静翼保持環４１の変形を抑制
して動翼２４の先端と静翼保持環４１の内壁面との隙間を適正量に維持することで、ガス
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タービンの性能を向上することができる。
【００７６】
　また、第４実施形態のガスタービンでは、動翼２４の先端と静翼保持環４１の内壁面と
の隙間を計測する隙間センサ７３を設け、制御装置７２は、隙間センサ７３の計測結果に
基づいて排気装置７１の作動停止を制御する。従って、動翼２４の先端と静翼保持環４１
の内壁面との隙間を常時最適範囲に維持することができる。
【００７７】
［第５実施形態］
　図８は、第５実施形態のガスタービンにおけるタービンの近傍を表す断面図、図９は、
タービンの冷却室を表す図８のIX－IX断面図である。なお、上述した実施形態と同様の機
能を有する部材には、同一の符号を付して詳細な説明は省略する。
【００７８】
　第５実施形態のガスタービンにおいて、図８に示すように、タービン１３にて、本発明
の外部ケーシングは、タービン車室２６及び排気車室２９により構成され、内部ケーシン
グは、排気ディフューザ３１により構成されている。タービン車室２６と排気車室２９は
、ロータ３２の回転軸線回りに円筒形状をなし、軸方向に沿って配置されており、締結ボ
ルト１０１により一体に連結されている。タービン車室２６及び排気車室２９は、その内
側に円筒形状をなす排気ディフューザ３１が固定されることで、タービン車室２６及び排
気車室２９と排気ディフューザ３１との間に冷却室１０２が形成されている。ロータ３２
は、外周部に複数のディスク１０３が一体に連結されている。複数の静翼体１０４と複数
の動翼体１０５は、排気ディフューザ３１の内側に排気ガスＢの流動方向に沿って交互に
配設されている。静翼体１０４は、複数の静翼２７が周方向に均等間隔で配置され、ロー
タ３２側の基端部がリング形状をなす内側シュラウド１０６に固定され、排気ディフュー
ザ３１側の先端部がリング形状をなす外側シュラウド１０７に固定されて構成されている
。そして、静翼体１０４は、外側シュラウド１０７を介して翼環１０８に支持されている
。
【００７９】
　動翼体１０５は、複数の動翼２８が周方向に均等間隔で配置され、基端部がディスク１
０３の外周部に固定され、先端部が翼環１０８側の内周面に対向して配置されている。こ
の場合、各動翼２８の先端と翼環１０８の内周面との間に、所定の隙間（クリアランス）
が確保されている。
【００８０】
　タービン１３は、タービン車室２６によりガス通路１０９が形成されており、このガス
通路１０９に複数の静翼体１０４と複数の動翼体１０５が排気ガスＢの流動方向に沿って
交互に配設されている。排気ディフューザ３１は、円筒形状（環状）をなす外側ディフュ
ーザ１１１と内側ディフューザ１１２がストラットカバー（ストラットシールド）１１３
により連結されて構成されている。ストラットカバー１１３は、円筒形状または楕円筒形
状などの中空構造をなし、径方向に対して周方向に所定角度だけ傾斜しており、排気ディ
フューザ３１の周方向に均等間隔で複数設けられている。排気ディフューザ３１は、外側
ディフューザ１１１の径方向の内側に内側ディフューザ１１２が配置されることで、その
間にガス流路１０９が形成されている。
【００８１】
　なお、ロータ３２は、軸受部３４より回転自在に支持され、軸受部３４はストラット１
１４を介して排気車室２９から支持されている。ストラットカバー１１３は、内部にスト
ラット１１４が配設されている。ストラットカバー１１３とストラット１１４の間には、
冷却室１０２に連通する冷却ガス通路１１５が形成されている。
【００８２】
　排気ディフューザ３１の外側ディフューザ１１１は、前端部がタービン車室２６側に延
出され、翼環１０８に当接している。そのため、タービン車室２６と排気車室２９と翼環
１０８と外側ディフューザ１１１により冷却室１０２が区画されている。冷却室１０２は
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、軸方向のストラット１１４に対応する位置で、図示しない冷却空気導入口が複数設けら
れている。
【００８３】
　ところで、タービン１３にて、図９に示すように、タービン車室２６は、半円形状をな
す上部外ケーシング１２１と下部外ケーシング１２２とから構成されている。上部外ケー
シング１２１と下部外ケーシング１２２は、それぞれ周方向の各端部に連結部１２１ａ，
１２２ａが設けられている。そして、上部外ケーシング１２１と下部外ケーシング１２２
は、各連結部１２１ａ，１２２ａが密着した状態で、締結ボルト１２３により一体に連結
されている。
【００８４】
　一方、排気ディフューザ３１の外側ディフューザ１１１は、半円形状をなす上部内ケー
シング１２４と下部内ケーシング１２５とから構成されている。上部内ケーシング１２４
と下部内ケーシング１２５は、それぞれ周方向の各端部に連結部１２４ａ，１２５ａが設
けられている。そして、上部内ケーシング１２４と下部内ケーシング１２５は、各連結部
１２４ａ，１２５ａが密着した状態で、締結ボルト１２６により一体に連結されている。
【００８５】
　また、タービン車室２６における下部外ケーシング１２２は、連結部１２２ａにおける
内壁面から径方向の内側に突出する支持フランジ（第２フランジ）１２７が設けられてい
る。また、外側ディフューザ１１１における上部内ケーシング１２４は、連結部１２４ａ
から径方向の外側に突出する支持フランジ（第１フランジ）１２８が設けられている。そ
して、上部内ケーシング１２４の支持フランジ１２８が下部外ケーシング１２２の支持フ
ランジ１２７上に載置されることで、外側ディフューザ１１１がタービン車室２６に支持
されている。
【００８６】
　タービン１３は、冷却室１０２を上部冷却室（上部空間部）１２９と下部冷却室（下部
空間部）１３０とに仕切る仕切部材１３１が設けられている。
【００８７】
　各仕切部材１３１は、平面視が矩形の板形状をなし、リング形状をなす冷却室１０２に
おける左右の側部を閉止するように水平に配置されている。具体的に、各仕切部材１３１
は、上部外ケーシング１２１の内壁面と上部内ケーシング１２４における連結部１２４ａ
の外壁面との間に嵌合し、冷却室１０２の軸方向長さより長い長さに設定されている。仕
切部材１３１は、上部内ケーシング１２４の支持フランジ１２８の上面に配置され、締結
ボルト（図示略）により上部外ケーシング１２１及び上部内ケーシング１２４に固定され
ている。
【００８８】
　そのため、ガスタービンの運転が停止すると、冷却室１０２内の空気の温度が低下する
と共に、高温の空気が上昇する。このとき、冷却室１０２が仕切部材１３１により上部冷
却室１２９と下部冷却室１３０に仕切られていることから、下部冷却室１３０の空気が上
部冷却室１２９へ移動することはなく、上部冷却室１２９と下部冷却室１３０における空
気は、その部屋内で滞留することとなる。そのため、上部冷却室１２９における空気の温
度と下部冷却室１３０における空気の温度との偏差が減少し、上部内ケーシング１２４と
下部内ケーシング１２５との変形量の偏差が小さくなる。その結果、外側ディフューザ１
１１の変形を抑制して動翼２８の先端と外側ディフューザ１１１の内壁面との隙間が適正
量に維持される。
【００８９】
　このように第５実施形態のガスタービンにあっては、タービン１３にて、ロータ３２と
、タービン車室２６と、排気ディフューザ３１と、複数の静翼体１０４と、複数の動翼体
１０５とを設け、タービン車室２６と排気ディフューザ３１との間に設けられた冷却室１
０２を上部冷却室１２９と下部冷却室１３０とに仕切る仕切部材１３１とを設けている。
【００９０】
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　従って、ガスタービンの運転停止後、下部冷却室１３０から上部冷却室１２９への空気
の移動が阻止され、上部冷却室１２９と下部冷却室１３０との温度偏差が減少するため、
排気ディフューザ３１の変形を抑制して動翼２８の先端と外側ディフューザ１１１の内壁
面との隙間を適正量に維持することで、ガスタービンの性能を向上することができる。
【００９１】
　なお、上述した実施形態では、仕切部材により空間部を上部空間部と下部空間部との２
個の空間部に仕切ったが、仕切る空間部の数は、２個に限定れるものではなく、３個以上
に仕切ってもよい。
【符号の説明】
【００９２】
　１１　圧縮機
　１２　燃焼器
　１３　タービン
　１４　車室
　２０　空気取入口
　２１　圧縮機車室
　２２　入口案内翼
　２３　静翼
　２４　動翼
　２５　抽気室
　２６　タービン車室
　２７　静翼
　２８　動翼
　２９　排気車室
　３０　排気室
　３１　排気ディフューザ
　３２　ロータ（回転軸）
　３３，３４　軸受部
　３５，３６，３７　脚部
　４１　静翼保持環
　４２　ディスク
　４３　静翼体
　４４　動翼体
　４５　内側シュラウド
　４６　外側シュラウド
　４７　空気通路
　４８　抽気通路
　５１，１２１　上部外ケーシング
　５１ａ，５２ａ，１２１ａ，１２２ａ　連結部
　５２，１２２　下部外ケーシング
　５３，５６，１２３，１２６　締結ボルト
　５４，１２４　上部内ケーシング
　５４ａ，５５ａ，１２４ａ，１２５ａ　連結部
　５５，１２５　下部内ケーシング
　５７，１２７　支持フランジ（第２フランジ）
　５８，１２８　支持フランジ（第１フランジ）
　５９　上部抽気室（上部空間部）
　６０　下部抽気室（下部空間部）
　６１，１３１　仕切部材
　６５，６６　断熱部材
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　６７　隔壁
　６８　排出孔
　７１　排気装置
　７２　制御装置
　７３　隙間センサ
　８１，８２　排出孔
　８３，８４　冷却空気供給経路
　９１　三方弁
　９２，９３　分岐ライン
　９４　クーラ
　９５　ファン
　１０１　締結ボルト
　１０２　冷却室
　１０３　ディスク
　１０４　静翼体
　１０５　動翼体
　１０６　内側シュラウド
　１０７　外側シュラウド
　１０８　翼環
　１０９　ガス通路
　１１１　外側ディフューザ
　１１２　内側ディフューザ
　１１３　ストラットカバー
　１１４　ストラット
　１１５　冷却ガス通路
　１２９　上部冷却室（上部空間部）
　１３０　下部冷却室（下部空間部）
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